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用行義塾に関する未公刊資料「沿革誌J について(その 1)
YOHKOH-GIJYUKU, the flTst elementary school in F此町oi in 白eMeiji era, 




『舟行幾重生に隣する未公刊資料 f沿革史』について{その 1)j 
-以下、本織内で略する時は r(その 1) j とする。
rm行事皇軍事に関する朱公判l資料「沿革史j について(その 2)j
…以下、本稲内で絡する時は r(その 2 )J とする。
1. はじめに
『静岡県教育史 通史篇上巻~ (1)、及び『静岡県教育
史 年表統計篇』 ωに周行義塾に闘する記述がある。 前
者は用行義塾に闘する記述としては珍しく足掛け 3 頁の
分量があり 、 原資料の引用もなされているが、内容の レ
ベノレは『袋井市史 ・ 通史編JJ (以下『市史~)の域を出る
ものではない。後者は年表中に用行義塾の設立のことが
1 行記載されているのみである。ここで注目したいこと
は、 この 2 つの文献で使われている典拠資料として『袋






誌J (61 頁)、 f古IJ 目小学校 f要書綴込J J 、 「音IJ 目小学校「公
務日誌JJ (共に 13 1 頁)が使われている。
さらに 、 松下正 f近代教育の察明期に学校を支えた
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調査されていることが分かる。特に舟行義塾に関する記
















































調査を行い、 3 月 16 日に借用した 17 点の資料を元の形
のまま風呂敷と共にすべて返却した。
また、同時にこの時、前回手を付けずに残した文書東
を 5 っと 、 その他の資料を新たに借用した。前回と同様
に借用蓄を記し、築者の研究室で預かることにした。こ
























第一編から第九編(しかも第八編が 2 つある)に f校規J
の 1 冊を加えた許 11 冊の 1 セットと、明治 20 年から 29
























2 セット闘の 2 冊分の資料は、収録されている情報が
小栗による略称名 資料の大きさ(小栗が測定、大よその寸法)
1 『沿革誌(袋井東小学校) 第一編』 『沿2事誌第一線J 横幅 18.7cm、縦 26. 5cm、厚さ1.2cm 
2 『沿革誌(袋井東小学校) 第一編』 『沿革誌第二編』 機幅 18.9cm、縦 26.6cm、厚さ1.Ocm 
3 『沿革誌(袋井東小学校) 第一編』 『沿*t志第二編』 横幅 18. 9cm、縦 26.5cm、厚さ 0. 5cm
4 f沿革誌(袋井東小学校) 第四編』 『沿革誌第四編』 横揺 19.1cm、縦 26. 6c皿、厚さ 2. lcm 
5 『沿革誌(袋弁東小学校) 第五編』 『沿革誌第五編』 積煽 19 . 0cm、縦 26.6cm、厚さ1. Ocm 
6 『沿革誌(袋井東小学校) 第六編』 『沿革誌第六編』 績偏 19. Ocm、縦 26. 8cm、厚さ1. 3cm 
7 『沿革誌(袋井東小学校) 第七編』 『沿*誌第七編』 横幅 19.0cm、縦 26 . 7cm、厚さ 0.7cm
8 『沿革誌(袋井東小学校) 第八編 -J 『沿率誌第八編ー』 横幅 19.0cm、縦 26.7cm、厚さ 2. 5cm
9 『沿*誌(袋井東小学校) 第八編 』 『沿主主誌 第八編 』 積極 18.8cm、縦 26.8cm、厚さ 2. 5cm
10 『沿革誌(袋井東小学校) 第九編』 『沿革誌第九編』 横幅 19. 0cm、縦 26. 7cm、厚さ1.5cm 
11 
『沿*箆(袋弁策小学校) 第一編第一掌校 『沿事総校規』 横幅 19.7cm、縦 27.7cm、厚さ 0. 5cm規』
12 『沿*誌(割目尋常小学校) 明治 20~24 年』 『沿革誌明治 20~24 年』 横綴 16. 5cm、縦 23.3cm、厚さ1.3cm 
13 『沿革誌(舌IJ 目尋常小学校) 明治 25~29 年』 『沿革誌明治 25~29 年』 横幅 16.2cm、縦 23.0cm、厚さ1.6cm 
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とからも 、 資料名には f高等J の文字を加えないことに
した。 こちらも 1 冊ずつを限定して示す場合には、原物
の表紙に記されている収録期聞を付して、『沿革誌(割目
尋常小学校) 明治 20""-'24 年J、及び『沿革誌(割問尋
常小学校) 明治 25""-'29 年』と記すことにする。但し、
これも表記が長くなるので、略する時は『沿革誌 明治
20""-'24 年』のように記すことにしたし、。
以上の 2 セット分の資料は、 略称でも共に『沿革誌』
となるが、編名が付されていれば前者 11 冊分のいずれか
1 冊を指し、年代が付されていれば後者 2 冊のどれかを
指すことになる。 また、セット全体を指す時には、 11 冊





ものが表 1 である。 「資料No.J は、今後資料を特定して示
す際に役立つであろうと考え、筆者が便宜的に付けたも
のである。 資料No.の 1 "-11 までが l セット目、 12"-13 が
2 セット 目 の資料となる。 大きさについては、 1 セット自
の方は横幅 19cmX縦 27cm 程で、揃っているが、厚さは資
料によって差がある。 2 セット目はこれより 一回り小さ







度j の 「校長J q育水清太」 から始まって、 「平成二十四











のあとに 「 目次J が置かれ、 目次には「第一編制度J
から f第八編 記事概要j まで記されている。しかし実
際には目次に記されていない第九編も存在している。 何
らかの理由で後から追加されたのであるう 。 これ以外に































郡の所には f山名郡J 、村の所には f久津部村j か 「国本
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表 2 沿革誌の表紙面像と構成肉容の一覧
資料No. 略称名 表紙面像 第一編掲彼自次の各編の重量立て 実際の各編から確認した意立て ・内容 備考
1 2誌沿S Ffsfm 第一編制度 沿革誌編纂者一覧i r 第一章一般教脊制度ノ概要 沿革誌目次官半 冒 ' 第二軍学校制度ノ害者規定 第一編制度第 第一章一般教育制度ノ概要' 叶徐 容
綴 , • 第二宣言学校制定ノ諸規定.t . 第一節本校設鐙前ノ概況. 
4 _‘ 曹. 第二節本校制定ノ諸規定hz巳 、


































3 稔革沿 第二編基本財産 第ニ編基本財産 -第一宣言第一節がな第一君主学校基本財産ノ目安値廃止 b、。第-1在学校基本財産ノ殺鑑廃 支払及売却ノ;概況 . r …蓄積条例J r… 
止 第二量在学校基本財産ノ管理方法 蓄積方法Jは末尾に




h J4a 1 fzゐ. Zid 竜九4 法 小学校基本財産蓄積条例 部分にf第悶郡久努小学校基本財産蓄積方法 村役場j と印刷され
たもの 2枚から成る。
4 2沿S FF五言た tγ -第四編校員 第四編校員 第一章第節がない第一宣言学校職員第一章学校駿員ノ組織任免資 第一節序言誌 格俸給 第二節本校設鐙前
第 第二重苦教員ノ:質量司 第三節本校設置後四 第二望者学校職員ノ貧例
編 第三章学級ニ対スノレ職員記位 第一節本校設位前
及学級編制 第二節本校設置後
4 今 4ek 1 第三軍在学級編成及職員配鑑ば 一 第二節本校設髭後
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資料No. 略称名 表紙面像 第一線掲載目次の各編の窓立て 実際の各踊から確認した宣伝立て ・ 内容 備考
5 Z沿E 21 E 第五編生徒 第五編生徒 -第一2まがない。第一君主学:齢児童主 第二章就学不就学 -統計表は学年学級別の優秀者数やクラ誌 第二主主就学及不就学 第三傘入学及半途退学 ス人数か。昭和 40 年
第 第三主主入学及半途退学 第四寧卒業生徒 代以降は進級 ・卒業玉 数のみ。編 第四章卒業生徒 [この後に無表題の統計表] - 第五章以下がな五ι bーk 第五章生徒成績概要 し、。
.骨島 第六章生徒賞罰
第七重在学級編成
6 沿 '"時~，._ 何i 第六編経済 第六編経済 第三章、第四章がな主主 第一主主毎年度経費ノ予算及決 第一章本校設鐙前 u 、誌 算ノ摘要 毎年経費ノ予算及決算摘要
第 ぺl;-~~ ~、身A え・ 第二章基本財産ヨり生スツレ利子 第二章本校設償後ノ、ー
編 主レー 第三宝章容附物件第四章授業料





F まpJぜA世品~ 、 組ゑ 第八編記事概要 第八編記事概要 第四fまがない第-:i'Iî毒事影及勅籍謄本毒事 第一主主毒事影及勅言語勝本等拝受二関ス誌31 第二章当局管吏視察ニ関スノレ ノレ件第 t イ牛 第二主主当局管吏ノ;視察ニ関ス/レ件)¥. r、え与編 ，第、、 l,34F, t 第三務職員出強等ニ関スノレ件 第一節本校教位前第四主主天災地変其他学校ニ影 第二節本校設憧後





9 沿 , 義."}t吐注て EM 史 [もともと目次には存在しない冊子】 【 主主 ・節の記載はなく、昭和 31 年度から平主主
1 ~~ 成3年度までの行事等の記録が日誌のよ言志 うに編年体で並んでいる。 ]
第
.. -~華6. zi f a-乙八編
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資料No. 略称名 表紙画像 宣告立てに関する備考 実際の各編から縫認した輩立て・内容 自簡考
校準 校牢if 【 当該資料の冒頭に目次が鐙かれ、「第 寧 【用行義塾に関するものはなかったので、 5定11 御影勅籍謄本型経続ニ関ス/レ規程{大正七年 際に収録されていた資料の一覧も割愛す則総 4a tj 九月成文)J以下、多くのìIî節が示されている る。 】
第 が、燦維なので絡す。 ] Iこの資料からは、舟行義塾関連の情報は何
一 規A も見いだせない。収録されている一番古い規編第 穫でも明治 36 年以降実施のもの。 ]. 
奪
一-
沿 [書主立てばされておらず、日誌のように編年体 [同友 ]
12 で記録されている資料。 記録は多数ある。最2事 fや ーも言怠 章 初の記録は明治 20 年 1 月 1 13 の新年の骨量




沿革 ー [ 当核資料の冒頭の目次があり、その内容は以13 鼻70、 ー . 下の通り]
苦志 革
明 事た z (一)学校創設及廃止分合ノ:事 (一)学校創設及廃止分合ノ:事1台 仏 (ニ)新築制築其他校舎三付規模拡張ノ;事 (二)新築高IJ築其他校舎エ付規模鉱張ノ:事




























表 3 用行事聖書きから袋井東小学校までの略年表(明治期中心) [本総本巻5JIJ掲拙稿で『表lJとして示した年表と問ーのもの。時期の繍
の左端にr * Jを付した行は、袋井東小学校のホームページに掲載(2015 年2月時点)されている年表の文書をそのまま書き写したことを意味する。他の行
は小柴による。 *毒事の符号の~味を含め、この年袋に関する詳細は本総本巻.5JIJ抱拙稿 「袋井東小学校の年表縄戦情報に隠する考察jを著書照のこと。 1
時期(明治期中心に) 学校名等 備考(小裂による) 学校の所在地・行政区域の変遷毒事{この列は金て小楽が記入)
*明治 5 年 6 月 25 日 私立用行義塾創立(久主主部字新屋) 久津部村
*明治 6年 6 月 10 日 公立久津部学校(広岡村、国本村のーケ村による)創立 {左の 2 つの村は、当時は
存在していない】
明治 6 年(舟行義塾廃 「第拾壱大区拾壱小区公立小学久主幹部学校Jに(*)
止後)
明治 7 年 4 月 後の国本村、広岡村、 両尾村 3 村のf連合公立学校Jに〔責〕 一明治 8 年 久津部、北原川、不入斗、 周知君事菅ヶ谷が合 国本村
併して国本村に、また上貧名 、 下質名、方丈、
反所、 袋井村が合併して広岡村に。〔角川IJ
明治 12 年 山名郡が発足 山名郡国本村
〔角川)983 頁 【君事区町村編首司法による 1
(明治 12 年 1 月~の資料) 「久主幹部校J [ .lJ IJ稿 「写真 3J を参照1
(明治 12 年 6 月~の資料) 「久津部小学校之印J [ 73IJ稿 「写真 2J を参照1 一
本明治 12 年 9 月 29 日 公立小学~)目舎と改称
明治 12 年 9 月 公立小学苦1) 目舎 ←愛野、広岡、国本の 3約連合で殻霞(* ) 久主幹部学校を廃して設置
←戸倉新資料でも、当時は 3 村連合の学校
であることが確認できる。(*)
明治 12 年 11 月 前尾村が学区から分様、 愛野村が入る(*)
明治 12 年 12 月 16 日 「公立小学者IJ 目舎』と改称〔女〕
明治 13 年 11 月 山名君自国本村設鐙公立小学 ←戸倉新資料①に記載の校名〔女〕 山名郡国本村
割自舎
明治 14 年 10 月 4 日 [校舎を新築・移転] ←広岡村久津部 79 ~番地に (0) 広岡村久津部
明治 14年 10 月 20 日 [校地変更l ←用行義塾倉1)紋以来、明治 14 年 10 月 20 広岡村久津部
[この移転までは用行義塾倉1) 日までは、国本村久津部字新屋 2080 著書 I久主幹部は国本村が広岡村
設以来の穆・所に言安値l 地の1が校地 に変わったのか、それとも筒
←10 月 20 日 ;から広間村久泳部槍ノ木に校 村に久津部があったのか、
地を変更(@) 詳細は不明]
明治 14 年 10 月 20 日 【この移転までは用行義塾倉1) ←今回の新築移転まではf国本村久主幹部J 【 「久津部Jは国本村と広岡




明治 14 年 10 月 20 日 [新築校舎の結成式挙行】 (*) {以降も広岡村I
明治 14年 村立連合小学古IJ 目舎 ←戸倉新資料②に記載の校名[女〕
(明治 17 年の資料) f村立小学制悶舎jとある 〔ム〕
本明治 19 年 2 月 1 日 尋常小学制目舎設鐙(広岡、 臨本、 愛野、袋沢、 高尾の 5 ヶ村)豊沢と高尾に
分校をおく
明治 19 年 2 月 公立小学部l 目尋常小学校と ←明治 16 年に広岡、国本、 愛野、盛沢、両 Iこの時は5村の合併ではな
する 尾の 5 村でl行政区画となり、更に 19 年 2 く、学区のみの変更】
[よの 「尋常小学舌1) 目舎J と校 月に1行政区画1学校の市jになったため。
名が違う点に注意I また、鑑沢、高尾に分校を鐙く。(* )
明治 19 年 9 月 山名郡第ニ学区尋常小学部l 上記と同じ5ヶ村を設置区域とし、愛野分校、 一目舎に改める 鐙沢分校、 高尾に分校「洗心館jを置く (Ä)
(明治 19 年の資料) f村立小学副目舎jとある
*明治 22年 2 月 1 日 広岡村、国本村、村松村、ーケ村で久努村となる 久努村
*明治 22年 11 月 29 日 久努村、苦1) 目尋常小学校を広岡 90 へ設置 久努村
明治 22年 久努村、 割目尋常小学校を ←国本、 広岡、周知郡村松の 3村合併により 山:t郡久努村
改殺 山名郡久努村になったことを受けて。この [村松に村松分校を鐙くも、
とき豊沢、高尾、愛聖子の !日 3村は分離。 1年で廃止](Ä)
(*) 3 つの分校も分離〔企〕
明治 22 年 12 月 20 日 静岡県山名君事 UF沿革誌明治 20~24 年』明治 22 年 12 月 久努村校札をf久努学区劃j 目尋常 20 日の条より I
小学校J に改める
明治 23 年 2 月 13 日 校印謁盤、 f静岡県山名郡久 [~沿革君主明治 20~24 年』明治 23 年 2 月 久努村
努学区公立言1) 目尋常小学校 13 日の粂より ]
印j
明治 25 年 5 月 1 日 久努村立昔話1 目尋常小学校を ←明治 23 年の小学校令と明治 25 年の県令 久努村
数盤 第一号を受けて。( *) 
本明治 26 年 10 月 30 日 向等科 2年設置し久努村立舌1] 目尋常雨等小学校と改称 久努村
明治 26年 11 月 1 日 毒事常 ←I笥等科の設置が許可されて。( * ) 久努村
久努村立制目高等小学校となる
明治 29年 久努村が毒事国郡に入る 〔角川)381 頁 磐田郡久努村
明治 41 年 3 月 18 日 割目尋常小学校に ←義務教育延長で品等科廃止による〔企〕
明治 42 年 前回尋常高等小学校に ←前等科 2 年を再び併霞したことによる{企〕
ホ昭和 16 年 4 月 l 日 久努村立久努国民学校に校名変更 久努村
*昭和 22 年 4 月 1 日 久努村立久努小学校に校名変更、舌Ij 目中学校併鐙 久努村
*昭和 24 年 8 月 31 日 袋井中学校と合併移転 【移転は割目中学校のみのことであろう] 久努村
*昭和 27 年 10 月 10 13 袋井町立袋井東小学校に校 ←[磐悶郡久努村と袋井町が合併し新しい 袋井町
名変更 袋井町になったため]
*昭和 33 年 11 月 1 日 袋井市立袋井東小学校に校 ←I袋井町が市になったため1 袋井市
名変更














第 2 の補強材料は、 2 セット自の『沿革誌』の中にあっ
た。 上のように考えながら 2 セット自の『沿革誌』を見
始めると、不意に次のような記録が眼に飛び込んできて
1ß者を釘付けにした。明治 26 年 12 月 1 日付けで、県か



































井東小学校J の 4 つの校名が墨書または捺印されている。
4 つの校名の時期を示すと、表 3 の年表から分かる通
り、「久努国民学校」 は昭和 16 年 4 月 1 日からの校名で
あり、剖目尋常高等小学校は明治 26 年 10 月 30 日からの
校名、袋井町立袋井東小学校は昭和 27 年 10 月 10 日から














る。 この学校名は明治 26 年以降のものであるから、明治
















































治 14 年を考えてみると、表 3 の年表から、当時の校名を
探すと公立小学割目舎(明治 12""'")が該当する。但し、
















された久努村の f剖目尋常小学校j である(表 3 を参照)

















る。 それゆえ高等科が設住された明治 26 年当時も、ゆl
目尋常小学校j が設置されたその時をもって f本校j が
設置されたとする意織はそのまま残っていた。そのため、


















(2-5) 2 セット自の f沿革誌』 について
次に 2 セット目の『沿革誌』について述べる。 これは
2 冊で構成されるものだが、そのうちの 1 冊目は、ï;ï立
てがなされておらず、日誌のように編年体で出来事が記
録されている資料である。 最初の記録は明治 20 年 1 月 l





から 24 年末までなので、早く ても明治 25 年のうちにま
とめられたものと推定できる。 表紙には『自明治廿年j
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こちらは表紙に「明治廿五年J f明治サ九年J と 2 行に
分けて書かれている。「自 J と「至j の文字はないが、 1















うち 「曽J は、いろは 47 文字を漢字で表記したとき、 「わ






れている。その次に「一 曽号 同 2明治廿五年j と書か

























時に用いるのが 1 丁、 2Tという数え方である。今日的
に言うと、山折に綴じた部分の表側と裏側の 2 頁分が 1























思給等ノ事j も明治 25 年 6 月 9 日に元副目尋常小学校訪11

















年 11 月 l 日に高等科設置が許可され「久努村立吉開設小
学校j となったことまでで終っているという事実である
( (その 2) の情報肱13-1 を参照)。そのうち、明治 25
年 5 月 1 日に剖目尋常小学校が設置されたことを述べる
部分までは一度も改行がなく、 一気に苦手かれたことが確











































『静岡県史 資料編 17 近現代二』の中にある、 r21
[学校沿箪誌編製項目 ・ 同心得につき知事訓令〕 明 26 ・

































































前述の通り、県からの指示は、『沿革誌』では 12 月 l
円付けとなっていたが、県史の資料では 10 月 7 日付けに
なっている。日付に 2 か月弱のタイムラグがある理由は
不明だが、時期としては、ほぽ同じ頃である。























(1) r静岡県教育史 通史錦上巻J (昭和 47 年 11 月 3 日発
行、静岡県率教育研修所 ・ 編集、静岡県教育史刊行会 ・ 発
行。袋井図書館所蔵)




255 頁に、ゆj 目毒事常高等小学校 『沿革誌JJ は『静岡県教
育史年表統計篇J 212 頁に犯鍛がある。






(5) 怒田歴史の会『怒田人物往来J (平成 12 年 9 月 23 目、
悠閲歴史の会 ・発行。東海道 400 年祭エントリー承総第 216
号。 袋井図書館所蔵)
(6) 向上、 51 頁。




礎的資料の調査を始め、昭和 42 年 6 月に『静岡県教育史
関係資料目録(その lU を宛行している{以上『静間以
教育史関係資料目録(その 1)J (静岡県立教育研修所、昭

















ムページ→総合案内吋理念 ・ 沿革 ・ 条例及び規則→沿革の
ページ==http://www. centcr.shizuoka-c.ed. jp/index.ph
p?action=pages_view_main&pagc_id=55 を参照。 2016 年 l
月時点)。




分に実際に f-J から f六十J の文字が、 l 枚に I 文字ず
つ印刷されている。従って、正確には f六十頁J あるので




の数え方で言えば 120 頁分に相当する。 実際それに相当す
静岡理工科大学紀要 39
るだけの分震がある。
(10) 5.l IJ掲拙稿(その 2 ) の表 5 にある情報No.13-11 を参照
のこと。
(11) 5.l IJのところでも、例えば『沿革誌(袋井東小学校U r第
七編祭事関係吏員j の f第二章本校設憶後J が明治 22





いる第四重量}第三節の l 行自に f明治二十二年四月本校ヲ
設置スノレヤ元舌IJ 目尋常小学校ノ校舎ヲ以テ本校ノ校舎ニ
充ツJ の文がある。明治 22 年の設立時には、既に元の『舌IJ
目尋常小学校j の校舎があり 、 その校舎をそのまま用いた
と記されているのである。袋井東小学校自身のホームペー
ジでは、『苦1) 目尋常小学校』は明治 22 年からの校名であり、
その前の校名は明治 19 年設援の 「君事常小学舌IJ 目舎j と記
されていたので、 筆者もそれを信じていた。それゆえ、上
記 『沿革誌』に出てくる明治 22 年以前の元の校舎の名前
が 「尋常小学苦1I 目会J ではなくて、なぜ rj!計l 自尋常小学校J
なのかということが理解できず、その矛盾を解決できな
かった。
ところが『沿革誌 明治 25......29 年』に、明治 16 年に広
岡、国本、愛野、 鐙沢、 高尾の 5 村で 1 行政区繭となり、
更に 19 年 2 月に 1 行政区画 1 学校の制になったため、公
立小学~I 自尋常小学校に改めたという記事があった(本稿
表 3 及び(その 2) 掲載の情報No.13 -1 を参照)。つまり r!11
目尋常小学校J は明治 22 年からではなく 、 明治 19 年から
の名称であった。従って、明治 19 年設置の学校は「毒事常






(12) r学校新口築費支出予算細目(明治十三年九月 )J (口
は一字不明)の題名の文書から始まる文書書東の中に、この
f書類目録簿j があった。
自明治廿五年(13) なお、リストには 「一瞥号同歪 J と認
されているが、「曽号J の印がある資料の5建物には f 自 j
と『歪j の文字は入っていない。
(14) r静例県史 資料編 17 近現代二J (編集発行 ・ 静岡県、
平成 2 年 3 月 21 日) 863~865 頁。
